
戦評

大分鶴崎が２年連続１６回目の優勝を飾った。

互いの応援団も気迫あふれる応援で選手を盛り上げ、選手たちもそれに応えるなど、決勝戦にふさ

わしい好試合になった。

場者を出している間、大分鶴崎は大分№９江藤に対してマンツーマンディフェンスを仕掛ける。積極

的なディフェンスで得点を許さず、大分鶴崎№３高司が２本連続でサイドシュートを決めるなど２０

分過ぎて１６－１３とリードした所で、大分がタイムアウトを請求する。再開後、大分№７神田のカ

ットインなどで得点、２５分で１６－１６に追いつく。その後、大分鶴崎ＧＫ塩崎、大分ＧＫ三浦が

踏ん張り、緊迫した状況が続くが２８分過ぎて大分鶴崎№３高司のサイドシュートなどで２点をリー

ドする展開に。終了間際、大分№６後藤が右サイドシュートを決めるもタイムアップ。１８－１７で

後半は、セットプレイからまずは大分№９江藤がロングを決め１０－１０の同点とする。大分№１

三浦は大分鶴崎の７ｍＴを止めるなど、安定したキーピングを続ける。その後、両チームとも一人ず

つ退場者を出しこう着状態となるが、大分鶴崎№３高司がロングを決めて、７分過ぎて１１－１１の

同点に追いつくが、大分№６後藤が右からサイドシュートを決め、１２－１１とする。大分鶴崎№３

高司も左からサイドシュートを決めるなど、１３－１３と再び同点とする。お互い集中力が高く、デ

ィフェンスの動きが良い為、シュートチャンスが中々とつかめない時間帯が続いたが、大分が一人退

崎№５石川がリバウンドのこぼれ球をしぶとく拾い得点につなげるなど、１５分過ぎて６－６。１６

分過ぎ、大分鶴崎はディフェンスファウルから一人退場者を出すものの、この時間帯を無失点で切り

抜ける。２０分過ぎて８－７と大分がリード、直後、大分№３川上が速攻からのサイドシュートを決

め９－７とする。大分鶴崎№５石川が、これまでディフェンスブロックされていたロングシュートが

２本連続で決まり９－９と追いつく。前半終了間際、大分鶴崎№２足立が出足の早い速攻から得点。

１０－９、大分鶴崎リードで前半を終える。

8

大分高校スローオフで試合開始。まずは速攻で大分鶴崎№４佐藤が速攻から先制。負けじと大分№

９江藤もミドルを決め、直後、大分№５落合が左サイドから２点目を奪う。大分鶴崎№６菅本もミド

ル応戦。直後、大分鶴崎№５石川が速攻で追加点を重ねる。大分№９江藤が７ｍＴを確実に決め、５

分過ぎて３－３の互角の展開。大分ＧＫ№１三浦が大分鶴崎の速攻からのサイドシュート、その後の

ミドルシュートなど立て続けにセーブ、大分№９江藤がミドルを決めて流れを掴みかけるが、大分鶴
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